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や
っ
と
動
き
出
し
た
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
。
こ
の
度
建
設
に
係
る
建

築
・
機
械
・
電
気
設
備
の
各
業
者
も
決
定
し
、

酒
田
市
か
ら
私
達
関
係
者
に
対
し
去
る
７
月
11

日
、
学
区
内
会
員
に
は
17
日
に
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
念
願
の
私
達
の
拠
り
所
が
で
き
る
こ
と
に
、

酒
田
市
並
び
に
関
係
各
位
、
学
区
内
会
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
建
設
決
定
に
到
る
ま
で
の
経
緯
を

簡
単
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
」
が
今
ま
で

以
上
に
、
充
実
し
楽
し
ん
で
事
業
を
推
進
で
き

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
今
後
と
も
お
力
を
お
貸

し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

建
設
に
寄
せ
て

 

令
和
2
年
春
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プ
ン
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・�

平
成
28
年
２
月
、
建
設
準
備
委
員
会
発
足
。
数
回

に
亘
る
自
治
会
長
会
議
、
市
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・

懇
談
会
を
重
ね
る
。

・�

平
成
28
年
８
月
、
緊
急
理
事
会
。
市
へ
建
設
要
望

書
提
出
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
署
名
活
動
を
開

始
。
４
６
３
４
名
の
署
名
を
集
約
。

・�

平
成
28
年
10
月
、
市
へ
建
設
用
地
に
係
る
請
願
書

及
び
署
名
書
、
用
地
取
得
要
望
書
を
提
出
す
る
。

・�

平
成
29
年
12
月
、
市
か
ら
建
設
場
所
の
打
診
が
あ

り
、
緊
急
理
事
会
の
総
意
で
了
承
す
る
。

・�

平
成
30
年
２
月
、
酒
田
市
施
策
に
建
設
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
る
。
1
年
経
過
後
、
建
設
に
向
け
基
本
プ

ラ
ン
、設
計
図
、備
品
等
の
要
望
、検
討
を
重
ね
決
定
。
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住みよい地域社会！ほほ笑みの街亀ケ崎！
活気あるコミュニテイを目指して 互いに協働を！

亀ケ崎地域子供会育成連絡協議会会長

酒田市老人クラブ連絡協議会会長
亀ケ崎社会福祉協議会副会長

亀ケ崎女性部連絡協議会会長

亀ケ崎２丁目自治会会長
亀ケ崎防犯協会副会長

亀ケ崎社会福祉協議会副会長

亀ケ崎体育振興会会長代行

千石町自治会会長
酒田市自主防災連絡協議会代議員

本間　一久

渡部　 圖夫

冨樫　光子

髙橋　伸之

菊池　真智子

鈴木　教正

令
和
元
年
度
新
理
事
紹
介

事
業
計
画

　
新
年
度
は
新
コ
ミ
セ
ン
建
設
が
本

格
的
に
始
動
し
ま
す
。
新
コ
ミ
セ
ン

の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。
そ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
方
針

　
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
に
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
力
「
住
民
力
」
が
問
わ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
住
民
力
が
発
揮
で
き

る
地
域
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

① 

事
務
局
体
制　

　
現
在
の
事
務
局
体
制
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。
来
年
度
の
体
制
は
、
現

在
運
営
委
員
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

② 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
亀
社
協
を
中
心
に
、
地
域
活
動
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

新
コ
ミ
セ
ン
完
成
後
に
向
け
た
「
新

た
な
支
え
合
い
活
動
」
を
い
か
に
す

べ
き
か
を
検
討
し
て
い
る
最
中
で
す
。

③ 
福
祉
事
業
の
展
開　

イ�

文
化
祭　

ロ�

新
春
の
集
い

ハ�

ほ
ほ
笑
み
サ
ロ
ン　

を
実
施
し
ま
す
。

④ 

生
涯
学
習

　
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
主
催
。
ほ
ほ
笑
み
学
級
へ
の

後
援
を
行
い
ま
す
。

⑤ 

自
主
防
災
活
動

　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
強
化
・

地
域
全
体
の
防
災
意
識
を
高
め
、
防

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

⑥ 

広
報
活
動

　
会
報
「
ほ
ほ
笑
み
の
街
亀
ケ
崎
」

を
読
み
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙

面
作
り
に
心
掛
け
ま
す
。
年
２
回
発

行
で
す
。

　
今
年
度
は
こ
の
よ
う
な
項
目
で
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

無
火
災

 

一
千
日
達
成
表
彰

　
令
和
元
年
６
月
14
日
で
、

亀
ケ
崎
コ
ミ
セ
ン
地
域
が
無

火
災
一
千
日
の
記
録
を
達
成

し
、
こ
の
功
績
に
対
し
、
６

月
21
日
酒
田
地
区
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部
よ
り
、「
無

火
災
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
「
火
の
用
心
」

に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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役
職
員
紹
介

会　
長　

　
東
根　
幸
紀（
最
上
町
自
治
会)

副
会
長

　
天
野　
紘
典（
横
道
町
自
治
会
）

☆
堀　
　
正
彦（
亀
ケ
崎
三
丁
目
東
）

事
務
局
長　

　
髙
山　
良
雄（
東
中
の
口
町
東
部
）

理　
事　

　
加
藤　
　
曠　
　
阿
部　
克
明

　
菅
原　
秀
夫　
　
佐
藤　
　
宏

　
芳
賀　
　
隆　
　
栗
田　
幸
春

　
守
屋　
洋
輔　
　
佐
々
木
和
資

　
根
上　
定
勝　
☆
鈴
木　
教
正

☆
髙
橋　
伸
之　
☆
渡
部　
圖
夫

☆
菊
池
真
智
子　

���

矢
野　
智
子

☆
冨
樫　
光
子　

���

阿
部　
宣
子

　
藤
丸　
美
生　
　
富
樫　
昌
治

☆
本
間　
一
久　

���

田
澤　
　
薫

監　
事　

　
工
藤　
晃
一　
☆
渡
部　
敏
次

事
務
職
員

　
森　
　
　
廣　
　
金
野　
一
枝　

☆
印
は
新
役
員
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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
り
、
ま
だ
一
月
余

り
で
す
が
、
地
域
の
様
々
な
組
織
の

会
合
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
そ

の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
日
頃
か
ら
地

域
の
皆
さ
ま
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
支
え

ら
れ
て
い
る
事
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
全
国
的
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
社
会（Com

m
unity

）

を
合
わ
せ
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
と
言
う
枠

組
み
に
な
る
様
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、

こ
こ
亀
ケ
崎
学
区
地
域
で
は
、
す
で

に
成
り
立
ち
つ
つ
あ
る
と
言
う
事
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
理
解

と
協
力
、
そ
し
て
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
環
境
づ
く
り

に
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
地
域
社
会
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
羽
ば

た
く
た
め
の
足
場
作
り
に
、親
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
担
う
一
人

と
し
て
、
地
域
の
ど
な
た
に
と
っ
て
も
、

こ
の
街
が「
ほ
ほ
笑
み
の
街・亀
ケ
崎
」

と
な
り
ま
す
様
、
微
力
な
が
ら
尽
力

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
石
町
自
治
会
会
長　

鈴
木
　
教
正 

─
亀
コ
ミ
振
理
事・職
員
研
修
会
─

慶
應
大
学
生
命
科
学
研
究
所 

庄
内
藩
校・致
道
館
を
訪
ね
て

　
去
る
６
月
20
日
に
、
亀
ケ
崎
コ
ミ

振
理
事
職
員
研
修
会
が
、
総
勢
21
名

の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
新

任
自
治
会
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
庄
内
一
円
の
先

進
施
設
や
歴
史
と
伝
統
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
最
初
に
訪
れ
た
鶴
岡
市
に

あ
る
慶
應
大
学
生
命
科
学
研
究
所
で

は
、
人
ゲ
ノ
ム
解
析
を
始
め
と
す
る

世
界
最
先
端
の
研
究
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
同
じ
庄
内
に
暮
ら
す
も
の

と
し
て
、
感
心
す
る
と
共
に
誇
ら
し

げ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
庄
内
藩
の
藩
校
致
道

館
で
は
、
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
と
て
も

丁
寧
で
興
味
深
い

説
明
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
庄
内

藩
で
の
教
育
方
針

や
酒
田
と
の
関
係

を
詳
し
く
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、

致
道
館
に
お
け

る
学
生
の
自
主

性
を
重
ん
じ
る

教
育
方
針
は
、

現
代
に
も
十
分

通
用
す
る
も
の

で
あ
り
、
い
か
に
人
材
の
能
力
を
引

き
出
そ
う
と
し
た
か
な
ど
を
聞
き
、

私
た
ち
の
地
域
コ
ミ
振
活
動
に
お
い

て
も
、
相
互
の
自
主
性
と
協
調
性
の

中
で
、
ど
う
地
域
振
興
を
す
べ
き
か

の
視
点
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
シ
ョ
ウ
ナ
イ
ホ
テ
ル
、

最
上
川
さ
み
だ
れ
大
堰
と
、
普
段
な

か
な
か
身
近
に
あ
っ
て
も
訪
れ
な
い
施

設
を
見
学
し
、
庄
内
地
域
に
対
す
る

見
分
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
亀
ケ
崎
地
区
の
各
自
治
会・

各
組
織
が
共
に
手
を
取
り
合
い
、益
々

住
み
よ
い
発
展
性
の
あ
る
地
区
と
な

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

亀
ケ
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

水
越
　
俊
一 

地
域
で
育
む
子
ど
も
達
の
未
来

子どもは地域の未来、宝！

伝承遊び



ほ ほ 笑 み の 街 亀 ケ 崎
（5）

　
清
々
し
い
青
空
の
下
、
第
６
回
亀

ケ
崎
学
区
自
治
会
親
善
大
運
動
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
会
は
競
技
す
る
事
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
親
睦

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。「
ケ
ガ
を
し
な
い
事　
楽

し
む
事　
思
い
や
り
を
持
つ
事
」
を

大
切
に
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
沢
山
の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
沢
山
の
方
々
に
参
加
し
て
も

ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

　
　

　
戸
沢
町
、
立
町
、
横
道
町
と
千
石

町
に
接
す
る
松
林
の
道
路
が
緑
道
で

あ
る
。
本
道
路
は
現
在
近
く
の
保
育

園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
で
あ
る
と
共
に
、

近
隣
の
人
々
の
散
歩
と
ベ
ン
チ
で
の

息
抜
き
の
場
所
で
も
あ
る
。

　
当
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
緑
道
の
手

入
れ
を
、
月
１
～
２
回
程
度
午
前
中

３
時
間
と
決
め
て
い
る
。
作
業
は
熊

手
班
、
ほ
う
き
班
と
私
だ
け
が
所
属

す
る
ゴ
ミ
袋
を
拡
げ
て
入
れ
て
も
ら

う
だ
け
の
班
編
制
で
あ
る
。
作
業
開

始
２
時
間
後
お
茶
の
時
間
で
あ
る
。

こ
こ
で
老
人
達
の
妄
想
が
始
ま
る
。　

　
昔
飛
脚
も
走
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　
嫁
入
り
行
列
の
「
か
ご
」
は
？

と
疑
問
が
次
々
飛
び
交
い
楽
し
い
時

間
で
あ
る
。
静
か
な
日
が
続
い
た
日

の
清
掃
は
、
特
大
ゴ
ミ
袋
30
袋
ぐ
ら

い
で
済
む
が
、
こ
こ
酒
田
は
風
が
隠

れ
て
お
り
時
と
し
て
試
練
を
与
え
る
。

季
節
毎
の
強
風
で
異
な
る
が
、
松
笠
、

松
の
芽
、
松
葉
、
そ
れ
に
折
れ
た
枝
、

お
ま
け
に
何
本
か
残
っ
て
い
る
ケ
ヤ

　
子
ど
も
達
の
笑
い
声
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
競
技
に
参
加
し
、

嬉
し
そ
う
に
賞
品
を
受
け
取
る
姿
。

内
容
は
去
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

お
な
じ
み
の
競
技
で
し
た
が
「
楽
し

か
っ
た
！
」
と
沢
山
の
方
々
が
声
を

か
け
て
く
れ
た
事
を
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
き
な
ケ
ガ

が
な
く
、
事
故
も
な
く
終
え
ら
れ
た

事
が
、
こ
の
運
動
会
の
成
功
だ
と
思

い
ま
す
。

　
結
果
は
立
町
が
優
勝
、
準
優
勝
は

若
竹
町
南
部
、
３
位
は
若
原
町
・
若

竹
町
東
部
で
し
た
。

　
令
和
元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
運
動
会
が
で
き
た
事

は
、
ご
来
賓
の
皆
様
、
役
員
の
皆
さ

ん
、
参
加
し
て
く
れ
た
方
々
、
こ
の

運
動
会
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
の
「
あ
ふ
れ
る
思
い
や
り
」
の

お
か
げ
だ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

キ
の
大
木
が
大
量
の
ゴ
ミ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
て
く
れ
る
。
こ
う
い
う
日

は
、
近
所
の
食
堂
で
軽
く
打
ち
上
げ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
疲
れ
を
と
る
。

　
俺
達
ま
た
き
れ
い
に
片
付
け
て
や

る
か
ら
な
と
、
み
ん
な
心
の
中
で
静

か
に
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
！

亀
ケ
崎
体
育
振
興
会
会
長
代
行　

菊
池 

真
智
子 

─
第
６
回
亀
ケ
崎
学
区
自
治
会
親
善
大
運
動
会
─

み
な
さ
ん
の
あ
ふ
れ
る
思
い
や
り

酒
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
会
長　

渡
部
　
圖
夫 

緑
道
を
愛
す
る
会
の
活
動
に
つ
い
て

「こぼれないように・・」貯蓄競争
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発
　
行
◦
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

〒
９
９
８-

０
８
３
６　

酒
田
市
入
船
町
３-

15　

港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
内

発
行
責
任
者
◦
東
根　

幸
紀

来春、新亀ケ崎コミュニティ防災センター
開設に伴い下記の職員を募集します。

〈職　種〉
・事務局長
・事 務 員
〈管理人（若干名）〉
・管理人 A
・管理人 B
・清 掃 員
〈待　遇〉
給与・時給・労働保険・有給休暇等は、
当振興会規定によります。

〈応募条件〉
パソコンのできる人で健康な方（年齢不問）

〈応　募〉
下記振興会まで、履歴書を提出下さい。

（8月30日まで。平日の午前中のみ）
〈面　接〉
書類選考のうえ、後日ご連絡いたします。

亀ケ崎コミュニティ振興会☎43-6170
（港南コミュニティ防災センター内）

令和2年 職員募集

 9:00～17:00(月～金）
 9:00～16:00(月～金）

 9:00～17:00(土・日・祝）
17:00～22:00(月～土・日・祝）
 9:00～10:30(月～土）

１名
1名

め
が
ね
橋
の
東
端
に
酒
田
市
で
設

置
し
た
「
横
道
町
」
の
標
柱
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
『
明
治
初
期
の
絵

図
に
は
八
、
九

軒
の
家
が
見
え

町
と
な
っ
た
の

は
明
治
以
降
で

あ
る
。
川
端
は
、

酒
田
へ
出
る
幹

線
道
路
で
あ
っ

た
。
酒
田
東
高
校
前
は
、
御
家
中
と

も
呼
ば
れ
た
。
亀
ヶ
崎
城
は
文
明
十

年
頃
遊
佐
町
大
郎
繁
元
が
移
築
し
、

初
め
は
東
禅
寺
城
と
い
っ
た
』
と
記

し
て
い
る
が
、
他
の
文
献
に
は
、
こ

の
町
の
名
前
は
、
江
戸
期
か
ら
昭
和

42
年
の
町
名
、
江
戸
期
は
亀
ヶ
崎
城

下
部
外
鵜
渡
川
原
村
の
内
、
明
治
22

年
鵜
渡
川
原
村
、
昭
和
４
年
酒
田
町
、

同
8
年
か
ら
は
酒
田
市
の
町
名
。
江

戸
期
は
、
亀
ヶ
崎
城
付
の
与
力
、
足

軽
な
ど
が
居
住
し
た
足
軽
町
、
元
禄

９
年
の
亀
ヶ
崎
城
下
大
絵
図
に
は
当

町
が
見
え
る
。
昭
和
42
年
、
亀
ヶ
崎

一
～
二
丁
目
の
一
部
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。(

つ
づ
く)

　
私
達
は
毎
週
火
曜
、
土
曜
の
午
後
、

亀
小
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
９
人
制
で
す
が
、

今
は
未
婚
者
も
参
加
出
来
る
試
合
も

あ
り
若
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
練
習

中
は
笑
い
声
も
出
て
賑
や
か
で
和
気

あ
い
あ
い
で
す
。
平
成
13
年
に
は
全

国
大
会
に
出
場
し
、
憧
れ
の
東
京
体

育
館
で
試
合
を
し
て
き
ま
し
た
。
食

事
や
育
児
で
大
変
な
時
も
、
体
育
館

で
汗
を
流
せ
ば
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
。

20
代
か
ら
60
代
ま
で
の
レ
デ
ィ
達
が

ボ
ー
ル
を
追
い
な
が
ら
青
春
し
て
い

ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
が
あ

る
方
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
せ

ん
か
？

愉
快
な

マ
マ
さ

ん
達
が

待
っ
て

い
ま
す
。

亀
城
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　今回の鵜渡川原人形はまねき猫です。
左手を上げてるのは千客万来を願う猫。
右手は金運・幸運を呼ぶ猫らしい。
　どこかのお店のレジの横にあったね。
両手を上げる欲ばりの猫もいるらしい。 まねき猫

温 も り を 親 か ら 子 へ

鵜
う

渡
ど

川
が わ

原
ら

人形⑪

佐
々
木
　
市
子

(

横
道
町
自
治
会
長 

天
野
　
紘
典)

◇
息
子
が
買
っ
て
く
れ
た
ラ
ジ
オ
が

17
年
目
で
こ
わ
れ
た
。
だ
が
Ｆ
Ｍ
だ

け
は
聞
こ
え
る
。
市
の
雑
紙
の
分
別

も
が
ん
ば
る
私
。
捨
て
ら
れ
な
い
な

あ
。
よ
し
Ｆ
Ｍ
専
用
だ
。

�

（
五
十
嵐
美
智
）

◇
「
令
和
」
は
、
環
境
問
題
が
今
ま

で
以
上
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
分
別

で
「
ご
み
」
か
「
資
源
」
か
。
燃
や

す
ご
み
の
47
％
が
「
紙
」「
布
」
と
か
。

雑
紙
分
別
大
作
戦
に
協
力
し
「
ご

み
」
を
減
ら
そ
う
。（

栗
田　
幸
春
）

五
十
嵐
美
智
　
　
髙
山
　
良
雄

栗
田
　
幸
春
　
　
東
根
　
幸
紀

金
野
　
一
枝
　
　
藤
丸
　
美
生

 

（
五
十
音
順
）

編
集
委
員

編 

集 

後 

記

旧
横
道
町 

そ
の
1

亀
ケ
崎

　
歴
史
探
訪


